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学生の頃からの「起業をしたい」という思い
を、浜中広助（はまなか・こうすけ）氏は、Web
広告の業界で、わずか数年で実現した。そこには 

「初志貫徹」などという在り来りの四文字熟語では
表現できない、しなやかで、たくましい浜中さんの
発想と取り組みがある。卒業して 10 年になるが、
まだ大学生といっても通用するほど見かけも発想も
若々しい。

学習センターに入り浸っていた

東京都東村山市で生まれ育ち、都立久留米西高等
学校を卒業した。2 歳上のお兄さんが東経大の現代
法学部で学んでいて、「落ち着いていて、いい大学
だよ」と言われたことも、東経大に進学した理由の
一つだ。また、現代法学部を選んだのは、当時、警
察に関心があり、警察官になるには法律を学ぶ必要
があると考えたから、という。

東経大生時代を通して印象に残っているのは、正
門前にあった竹茂食堂だ。浜中氏は「竹茂食堂の

『おっちゃん』（二代目ご主人）とすごく仲が良く、
竹茂食堂に行くために東経大に行くというくらい、
竹茂食堂への愛がすごかった」と振り返る。

1 ～ 2 年生の頃の一番の思い出は、ダンスサーク
ルの「Beginning Tribe」に入って、ブレークダン
スをしていたことだ。学食のある葵陵会館の屋上 
で、よく練習をした。

3 ～ 4 年生の時で強く印象に残っているのは、6
号館の 2 階にある学習センターだ。

「一人で、学習センターに入り浸っていました。
大学が推す本を集めた KIHACHIRO 文庫があり、
そこで、たくさんの本を読みました。例えば、ぼく
の尊敬している、USJ（ユニバーサル・スタジオ・ 
ジャパン）を V 字回復させたマーケターの森岡毅
氏の本も、そこで読んだのです。学習センターの英
語学習アドバイザーの皆さんとは、すごく仲が良く
なりました。学習センターで読書の習慣がついたこ
とが、今も役立っています」

また、社会人としての基礎能力という意味では、
現代法学部で、例えば契約書での甲・乙の読み方を
学んだことなどが、役立っているという。

栄養ドリンクの路上販売をする

起業家としての基礎能力も東経大生時代に、さま
ざまな課外活動を通して身につけた。型破りな活動
もある。
「大学 2 年生の時、知り合いの社会人から『起業

をしたいのだったら、アルバイトの給料以外で、自
分でお金を稼がなきゃ』と言われて、池袋西口の公
園で、栄養ドリンクの路上販売をしました。近くの
ドラッグストアで 1 ダース単位で買ってきたチオビ
タドリンクを少し高値で、公園に集まっている人た
ちに話しかけて売るわけです。これで、商売とはこ
ういうものなのだということを、よく学べました。
この路上販売の話で、株式会社オプト（後述）に入
社する時の面接を通ったのです」

それ以外では、例えば次のような活動をしている。

株式会社 WALTEX 代表取締役
浜中広助 さん（平 27）

「志を支援する」を目的に事業を展開

校友センターでのインタビューの後、学生時代の思い出の場所である学習センター（6号館 2階）
に移動して撮影。
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ＯＢ・OG訪問

地元・東村山市で定期的に開かれているフリー
マーケットで、自転車の修理をした。

本田圭佑選手などが活躍した 2014 ワールドカッ
プ（ブラジル大会）の時期、ワールドカップ関連の
イベントを開いた。

東日本大震災の発生から 3 年が経過した頃、47
都道府県の学生が被災地をバスで訪問し、交流・支
援する「きっかけバス 47 プロジェクト」というボ
ランティアのプロジェクトがあり、この東京チーム
の共同代表を務めた。

まず就職することにした

東経大を出てすぐに起業をしたいという気持ちも
あったが、自信がなかったので、就職活動をした。
「結局のところ、自分の軸をしっかりと定めない

とダメだと気づき、あらためて考えました。そして、
ぼくが尊敬するウォルト・ディズニーのような仕事
がしたいと思い、オリエンタルランドを受けたので
すが、二次選考で落ちた。これが、すべてのターニ
ングポイントになりました。落ちたお陰で、起業に
向けての道を歩もうという覚悟ができたのです」

例えば藤田晋氏（サイバーエージェント代表取締
役）など、起業して会社を急成長させた人物につい
て調べてみると、まず会社勤めをして、その系列会
社の社長を務めるなど、さまざまな修行をしている
ことがわかった。そこで、まずは会社に入ってみよ
うと、意思決定をした。また、その会社を選ぶ際、
①伸びている業界である、②若手に実践経験をさせ
てくれる、③社長に共感できる、という 3 つの軸で
考えた。

こうして選び、東経大を卒業すると同時に入った
のが、株式会社オプトである。同社自体が起業を推
進するような社風であり、これも合致した。そこで
の仕事は、Web 広告の運用コンサルタント（営業
コンサルタント）である。この Web 広告とは、主
として、リスティング広告（Google などでの検索
に連動して表示される広告）である。
「入社 1 年目はミスも多かったのですが、めちゃ

くちゃ仕事をしました。災害などの時に使うエマー
ジェンシーシート（保温シート）で体を包み、会社
の床で寝ていました。2 年目はミスの対策をしっか
りとして、同じミスはしないようにしました。その
ように、1 社目はがむしゃらに仕事をしました」

起業に向けて中小企業への営業を学ぶ

25 歳までに起業するという大きな目標の下、浜
中氏は年に 1 回、「一人合宿」をしていた。オプト
の社員だった当時は、年末年始の長めの休暇を利用
し、千葉県の成田空港近くにあるホテルに 2 泊 3 日
で滞在し、この 1 年間で何をしたか、来年はどうし
たいのか、さらに人生「一生」単位で自分はどう生
きたいのかということを、パソコンに書いていく。
その過程で、軌道修正もしていく。

起業するに当たって次に身につけるべき能力は中
小企業のお客様を新規開拓する営業力だと考え、オ
プトは 2 年で辞める、という決断をした。
「ぼくは大学在学中から、幸せに関連する事業に

関わりたいと思っていて、その一つがオリエンタル
ランドだったのですが、結婚式場も同じような要素
がある。そのように考えて見つけたのが、サイバー
エージェントのグループで、結婚式場の口コミサイ
トを運営している（株）ウェディングパークという
会社です。結婚式場の Web 広告についての新しい
部署を立ちあげていて、その募集がかかったのです。
結婚式場はみな中小企業であり、中小企業への営業
を学ぶことができ、ぼくの理念とも合うと思い、入
社しました」

計画どおり 25 歳までに起業した

ウェディングパークに入社して 3 カ月後、副業と
して、Web 広告の営業の仕事を始めた。
「すでに独立していた先輩から、『5 社で 50 万円

を稼げるようになれ。それができれば、お前は食べ
ていけるから』と言われました。会社員をやりなが
ら副業もやって、1 年 9 カ月目でその目標を達成で
きたので、思い切って独立することにしました。会
社を辞めて、すぐに株式会社 WALTEX の登記に
行きました」

まさに、当初の計画どおり、25 歳までに起業し
たことになる。

WALTEX（ウォルテックス）という社名は、浜
中氏が尊敬するウォルト・ディズニーの名前、テク
ノロジー、尊敬するイーロン・マスク氏が率いるス
ペース X の三つを組み合わせたものだ。
「会社としてのパーパス（目的）は『志を支援する』

です。新規のお客様には、WALTEX について『志
を支援する会社です』と説明させていただいてい
ます。また、そのパーパスに沿って、意思決定を
しています。実際、理念どおりに会社を経営する
というのはすごく難しいと思うのですが、社内の
メンバーや他社からは『WALTEX はまっすぐに意
思決定をしている』と言っていただいているので、
パーパスに沿った会社は作れているのではないか、
と思います」

スタートアップを広告や投資で支援

WALTEX の事業の中心となっているのは Web
広告の代理事業だが、投資事業も行っている。

まず、Web 広告の代理事業の特徴としては、そ
の対象をスタートアップ、創業期の企業に特化して
いることが挙げられる。これには、浜中氏自身が起
業した者として、新しい企業、創業期の会社が好き
である、という背景がある。

もう一つの事業である投資については、次のよう
に説明する。
「ぼくは、もともと、最終的には投資家になりた
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いという思いがあり、まずは NISA（少額投資非課
税制度）で、個人として投資活動を始めたのです。
それによって 3 年ほどで投資について理解できたの
で、自分の会社でも投資事業をしっかりやっていこ
うと考え、エンジェル投資という形の投資事業を
行っています。これは、創業初期の人に対して資金
とともに、ぼく自身が会社を創ってきたノウハウを
提供し、一緒に会社を創っていきましょう、という
ものです。アメリカではエンジェル投資が本当に盛
んで、そのシステムがしっかりとできています。日
本政府は 2022 年に『スタートアップ育成 5 か年計
画』を策定していて、その育成にはエンジェル投資
がすごく大事なのですが、投資家が非常に少ない。
ですから、ぼくがスタートアップを一緒に創ってい
こう、と。今、創業期の 3 社に資金を提供し、その
社長とマンツーマンで会社を創っている最中です」

また、WALTEX の組織、業務の進め方にも特徴
がある。いわゆる正社員ではなく、能力のあるフ 
リーランスの人たち、副業として取り組んでいる人
たちを「メンバー」として連携し、仕事に取り組ん
でいるのである。

プロバスケットボールチームを応援する

それらの事業とは別に、プロバスケットボール・
B リーグの「横浜ビー・コルセアーズ」を応援して
いるのも特徴といえそうだ。

浜中氏自身、高校生の時にバスケットボールを本
格的に始め、今も神奈川県平塚市の友人たちとチー
ムを作っている。毎週、公園に集まってバスケット
ボールを楽しんでいて、2 カ月に 1 回程度、社会人
の大会にも参加している。
「事業としては難しいけど、いつか、バスケに関

わることを何かやりたいと思っていました。その一
つのきっかけとして、ぼくが住んでいる平塚市は、
横浜ビー・コルセアーズのサブ拠点となっており、
地元のスポンサー制度を利用し、応援することにし
ました。また、パリ・オリンピックで大活躍した河
村勇輝選手は以前、横浜ビー・コルセアーズに所属
していて、河村選手を応援できるのなら WALTEX
のブランド的にもスポンサー費を出してもよい、と
思いました」

理念をぶらさずに会社を成長させていきたい

Web 広告業界の将来性について、浜中氏は、
Web 広告は今後も増えていくので、代理店業界も
大きく成長する、と見ている。ただし、参入障壁が
低いので、現場では値引き合戦になっている。それ
だけに、会社としての価値をしっかりと出していく
必要がある、という。

では、短期的・中長期的に、WALTEX をどのよ
うに発展させていくのか。浜中氏は「まず、ぼくの
会社は『志を支援する』を一番大事にしているので、
中長期的にも、その理念をぶらさずに会社を成長さ

せていきたい」という大きな方針を示したうえで、
次のように具体的に語る。
「広告代理店業界は、例えば健康食品・サプリメ

ント、コスメ、ダイエット、美容医療などを配信し
ていればもうかります。しかし、コンプレックス商
材と呼ばれているものが代表的ですが、変な商材が
すごく多い。ですから、広告代理店の倫理観、姿勢
がすごく大事だと思うのです。ぼくは『志を支援す
る』に当てはめて、危ない商材、公序良俗に反する
ようなものは扱わない。新しいお客さんの場合、そ
の理念に合うかどうかで、受注するかどうかを決め
るのです。結果として、お断りするお客さんも多い。
それは、投資も同じです。公序良俗に反するような
会社には投資しない。今、AI にすごく未来を感じ
ていて、そういう未来を創っていくであろう、ぼく
がいいなと思う企業に投資・支援をすれば、利益も
上がっていく。そのサイクルで、WALTEX を発展
させていきたい、と考えています」

また今後も、正社員は一切採用しないという。そ
の理由も明快だ。
「正社員を雇ってしまうと、その人件費のための

利益を作らなければいけない。いろいろな代理店を
見てきましたが、正社員を増やせば増やすほど、理
念に反する意思決定をしなければいけなくなる。ぼ
くは、理念に沿った意思決定をしたいので、正社員
は一切雇わないようにしています。そこは、すごく
こだわっているところです。今後も、業務委託の形
で、皆さんと連携していきます」

葵友会へのメッセージ

最後に、葵友会へのメッセージをいただいた。
「ぼくは、学習センターの KIHACHIRO 文庫で大

倉喜八郎の伝記を読み、起業家としてものすごいベ
ンチャー精神を持ったパイオニアであることを知
り、東経大に対する愛校精神が芽生えました。ちょ
うど来年（令和 8 年）1 月はじめに第一子の長男が
生まれるのですが、日本は人口も減っているだけ 
に、ぼくらの世代が頑張っていかないと、子どもた
ちの世代が困ってしまう。ぼくらの世代の方々、20
代・30 代の方々が次の時代を作って行く主役です
から、東経大の卒業生として一緒に頑張っていきた
いなと、すごく思っています」

また、起業に興味を持っていたり、独立したいと
思っている人たちに対して、浜中氏は、相談に応 
じ、アドバイスもしてくれるという。連絡先は下記
のとおりである。� （文責：牧）

【株式会社 WALTEX】
代表取締役　浜中広助氏
所在地　東京都渋谷区神宮前 6-23-4 桑野ビル 2 階
TEL　050-3173-8041
Mail　hamanaka@waltex.jp
URL　https://waltex.jp
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